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二，十三夜様にお参り

　毎年7月23日に行われ、新屋敷集落にl

l昔から伝わる二十三夜様まつりです。子1
…どもたちは、昼間のうちに百日草、アオ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　き1
イ
、 アジサイ、ユリ、リヤトリス、ひま1
　　　　　　　　　　　　　　　　　モわりなど夏の花をいっぱい摘んできて二l
　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l十三夜塔と隣の地蔵様に飾ります。夜にl

lなると大人たちと一緒に来てお参りしまi

　　　　　　　　　　　　　　　　　きtす9．一『…皿．　．剛．、皿…、．．．．　ド、皿凹、“一㎜㎜．i
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図
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村
の
議
員
の
法
定
数
は
、
地
方
自

治
法
に
よ
っ
て
人
口
段
階
別
に
従
い

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に

よ
っ
て
、
人
口
五
千
人
か
ら
一
万
人

末
満
は
、
二
十
二
名
以
内
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
村
で
は
、
昭
和
四
十
二
年

に
四
名
削
減
十
八
名
に
す
る
条
例
を

制
定
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
人
口
は
、
過
疎
化
が
じ

り
じ
り
と
進
み
、
今
年
四
月
一
日
現

在
で
は
十
七
・
八
智
も
減
少
し
ま
し

た
。
（
別
図
表
①
参
照
）
同
時
に
議
員

一
人
当
り
人
口
も
四
百
五
十
五
人
か

ら
八
十
一
人
減
り
三
百
七
十
四
人
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
昭
和
四
十
二
年
当
時
の
議
員

定
数
が
適
当
と
す
れ
ば
、
現
在
で
は

十
八
名
か
ら
三
・
二
人
少
な
い
人
数

で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
議
員
定

数
は
偶
数
定
数
が
一
般
的
で
す
の
で

四
名
削
減
の
十
四
名
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
一
方
、
合
併
以
来
の
村
議
会
は
、

新
人
議
員
割
合
が
半
数
以
上
と
高
く

逆
に
ベ
テ
ラ
ン
議
員
が
少
な
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
（
別
図
表
②
参
照
）

　
初
当
選
（
一
期
の
み
）
議
員
で
す

と
ど
う
し
て
も
慣
れ
な
い
面
が
あ
り
、

活
動
が
鈍
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
又
、
地
区
割
推
薦
等
に
よ
る
一
期

交
代
は
こ
の
よ
う
な
幣
害
を
併
せ
持

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
更
に
地
区
推
薦
が
根
強
い
た
め
大

票
田
で
あ
っ
て
も
地
区
推
薦
が
な
い

と
候
補
者
を
出
せ
な
い
で
い
る
と
い

う
問
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
議
員
定
数
の
適
否

や
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
併
せ

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
定
数
削
減
は
本
来
の
民

．
溜

主
々
義
に
欠
け
る
行
為
と
も
受
け
と

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
声

が
出
な
い
よ
う
な
民
主
々
義
を
通
す

議
員
活
動
こ
そ
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
村
民
の
声
が
行
政
に
反

映
さ
れ
に
く
い
面
が
あ
り
、
定
数
削

減
な
ど
の
問
題
が
出
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
．

　
村
内
（
地
区
）
の
声
を
拾
い
上
げ

て
新
た
な
提
言
を
し
、
行
政
の
良
き

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
こ
と
が
よ
り

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
高
橋
忠
雄
議
長
さ
ん
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。
　
　
協
議
会
の
申
し
合
わ

せ
と
い
う
こ
と
で
述
べ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
二
年
に
十
八
名
に
削
減

し
て
二
十
四
年
に
な
り
ま
す
。
住
民

の
声
を
聞
い
て
少
数
精
鋭
主
義
で
や

ろ
う
と
今
ま
で
三
回
の
協
議
会
を
開

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
議
員
は
、
現

在
も
村
民
の
た
め
に
大
い
に
働
い
て

い
ま
す
。
結
論
は
”
現
状
維
持
で
あ

る
”
理
由
と
し
て
中
里
村
は
平
地
で

ま
と
ま
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

段
丘
や
河
川
に
沿
っ
て
集
落
が
点
在

毫

蹴
鴨
・
鎌
・

し
沢
が
深
く
、
行
政
の
谷
間
に
な
り

が
ち
な
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
声
を
代
弁
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト

や
温
泉
湧
出
な
ど
で
新
産
業
と
し
て

発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
時

期
に
”
定
数
を
減
ら
す
”
こ
と
は
適

当
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
村
全
体
の
発
展
に
地
区
の
こ
と
ば
か

り
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
の
で
少
数
精

鋭
主
義
で
や
っ
た
方
が
い
い
。
（
元
議
員
）

●
二
期
目
に
出
馬
し
な
い
と
決
ま
る
と

消
極
的
な
議
員
が
多
か
っ
た
。
特
に
地

区
推
薦
は
一
期
で
変
わ
る
こ
と
が
多
く

任
期
の
後
半
は
新
し
い
問
題
の
取
り
組

み
に
消
極
的
だ
っ
た
。
（
元
議
員
）

●
理
屈
ば
か
り
言
っ
て
い
な
い
で
も
っ

と
行
動
に
出
る
べ
き
だ
っ
た
。
（
元
議
員
）

●
減
ら
し
て
も
選
ぶ
側
が
今
ま
で
の
考

え
方
で
投
票
し
て
い
た
ら
村
の
発
展
に

は
同
じ
こ
と
と
思
い
ま
す
が
（
女
性
）

●
全
国
的
な
流
れ
で
あ
っ
て
削
減
す
べ

き
だ
。
十
四
名
で
よ
い
と
思
う
。
（
男
性
）
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ど
う
い
う
病
気
が
多
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
国
民
健
康
保
険
の
疾
病
状
況
”

進んで受けています。住民健康健診

し
て
い
る
国
保
の
主
要
疾
病
状
況
か

ら
、
ど
う
い
う
病
気
が
多
い
か
皆
さ

ん
か
ら
知
っ
て
も
ら
い
医
療
費
の
適

正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
年
五
月
診
療
分
医
科
、
歯

科
を
対
象
と
し
た
主
要
疾
病
状
況

（
別
表
①
）
を
見
て
み
ま
す
と
、
村

で
は
国
保
一
般
の
受
診
率
が
県
内
で

一
番
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
津

南
町
で
も
同
傾
向
で
す
が
、
別
表
②

の
入
院
の
占
め
る
割
合
に
な
り
ま
す

と
国
保
、
老
人
保
健
と
も
件
数
、
回

数
、
点
数
と
も
県
平
均
を
大
き
く
上

回
り
郡
市
内
で
も
高
い
割
合
を
示
し

て
い
ま
す
。
病
気
に
は
な
り
に
く
い

が
、
か
か
る
と
重
く
長
期
化
し
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
次
に
、
合
計
受
診
件
数
に
対
す
る

主
要
疾
病
．
（
別
表
③
）
を
見
て
み
る

と
、
国
保
一
般
の
件
数
で
は
、
循
環

器
系
、
歯
科
、
呼
吸
系
の
順
に
高
く
、

一
人
当
り
費
用
額
で
は
、
循
環
器
疾

患
、
精
神
障
害
、
新
生
物
の
順
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
保
健
件
数
で
は
、
循

環
器
系
疾
患
、
筋
骨
器
及
び
結
合
組

織
の
疾
患
、
神
経
及
び
感
覚
器
の
疾

患
の
順
に
高
く
、
一
入
当
り
費
用
額

で
は
、
循
環
器
系
疾
患
、
筋
骨
格
系

及
び
結
合
組
織
の
疾
患
、
新
生
物
の

順
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
技
術
の
進
歩
、
生
活
の
多
様

化
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
な
か
で

循
環
器
系
疾
患
等
の
増
加
が
今
後
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
日
常
生
活
を
見
直
し
、
健
康
づ
く

り
の
意
識
を
も
ち
積
極
的
に
健
康
健

診
に
取
り
組
み
、
健
康
管
理
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
昔
か
ら
「
風

邪
は
万
病
の
も
と
」
と
云
わ
れ
ま
す

が
、
病
気
は
軽
い
う
ち
に
早
く
受
診

し
治
療
す
る
こ
と
が
医
療
費
の
節
減

に
役
立
ち
ま
す
。
村
で
は
”
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
”
を
モ
ッ
ト
ー

に
健
康
の
維
持
増
進
と
医
療
費
の
適

正
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

別表①受診率別表③合計受診件数に対する主要疾患

霞保一般楽⑱分 老◆人保健
男 女 計 男 女 計

県華均 55．饗雛 瓢。1驚 β3．4驚 翅3．1％ 　　％13の．驚 1解．4驚

素懸鱗欝 麗．1 麗．5 5繁．歪 董2⑳．4 塗29．2 ユ26．0

辮爾臨 55．4 翻、窃 6露．蓬 塗24．◎ 137．璽 ま3叢．5

津繭購 4▽．瀦 59．8 53．4 94．6 轡8．⑨ 96．6

中璽村 42．7 54．4 48．露 ㊤4．7 107．0 1の2．⑧

上位　　　　下位
新潟市147．6大島村91．1
亀田町145．3津南町96．6

県内上位　　　　下位

　和島村83．7中里村48．2
　入広瀬村79．2大島村50．6

別表②入院の占める割合

国保一般峯⑱分 老人保健
件数 日数 点数 件数 日数 点数

県平均 2．8％ 21．3％ 41．2％ 4．9％ 27．7％ 49．6％

十日町布 3．◎ 22．3 42．4 5．4 32「．0 51．5

廻西町 3．7 27．諺 44．8 4．1 22．8
‘
4
6
。
3

津南町 3．1 23．7 42．8 6．9 32．2 47．4

中里村 4．5 30．1 47．1 6．5 37．4 57．4

上位　　　　下位

松代町65．4刈羽村13．8
山古志村　63．3　中之口村　25．9

県内上位　　　　下位

　黒川村55．5新穂村19．7
　湯沢町54．4和島村20．0

一般辮選職 老　　太

機保険潜趙o義
難η欝数

被繰験報戴勤
費鶏額　　陽

被保険灘鎗0識
幾り欝数

機爆険麹菰勤
費駕額　　鷹

県平鞠 総．雛 塗2，4製 韮鎌．認 魂，荏翻

舎　　　謙 4＄．欝 鍛，＄弱 鎗鍵．纏◎ 灘，鍵露

感染幾蟹
寄　　盤　　鐵

韮．5＄ 窪謎
一 一

新生物 1．謁 韮，585 璽。83 2，艀0

　　　　鯨内登濾栄養及び
1轍疾患蓮鰭障警 1．35 3η 3．33 聡9

精神瞳害 1．鱗 1，7鶉 韮．萄 騒3

禅経系漫醗
感覚雛系の鐵患 4．06 75◎ 襲．8姦 縣欝

循環系の疾患 麹．㊤5 1，8磁 魂．謹3 2護，㊤2欝

呼吸の疾患 蓬．6怨 欝◎欝 3。鱒 2，410

溝化系の疾患 盆．雛 器◎ 4．β6 865

泌尿鑑殖系
の　　疾　　患 1．32 1，2総 1．33 　　652

臼

皮膚及び蔑下
繊織の羨患 2．蝦 塗84

一 ｝

筋骨格系及ぴ
結合維織の疾患 4．欝 813 蝿．97 響，盤1

撮傷及ぴ禦誰 玉．5⑧ 驚麹 霧。16 1，⑪o⑪

欝科の疾患 轡．28 1，289 8．＠麟 墨，総5

ぞの弛の
擁　　　　患

嚢。60 姶5 4．2棲 鑑，5餐2

平成3年8月10日広報躍”冒と：3



長
野
五
輪
や
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
を
！

ー
3
5
3
十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
開
削
期
成
同
盟
会
”

　
平
成
三
年
度
の
一
般
国
道
3
5
3

号
線
十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
開
削
期
成

同
盟
会
（
中
里
村
事
務
局
）
が
、
七

月
二
十
四
日
午
後
、
林
屋
旅
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
四
市
村
を
含
め
た
国
道
3

5
3
号
線
沿
線
の
十
七
市
町
村
議
会

で
組
織
す
る
同
会
は
、
長
野
冬
期
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
首
都
圏
か
ら
の
玄
関

口
に
、
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
実

現
に
、
本
線
の
果
た
す
役
割
は
非
常

に
大
き
く
、
所
要
時
間
の
短
縮
と
年

間
交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
に

新
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
を
強
く
陳
情
す

る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
葎
沢
地
区
に
新
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
も
ヤ
つ

早
期
開
削
の
啓
蒙
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
も
採
択
し
、
運
動
を
活
発
に
押

雪に強いトンネル計画が待たれるR353

し
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
区
間
に
は
、
未
改
良
区
間
が

一
・
ニ
キ
。
材
残
っ
て
い
ま
す
が
、
抜

本
的
に
は
や
は
り
、
ト
ン
ネ
ル
構
想

と
い
う
こ
と
で
今
か
ら
陳
情
等
を
進

め
て
い
る
も
の
で
す
。

中
里
村
の
す
ば
ら
し
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
松
伏
町
が
正
式
に
申
し
入
れ
ー

　
　
　
　
　
「
山
あ
り
谷
あ
り
の
中
里
村
の
自
　
　
　
と
、
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
か
ら

　
　
　
　
然
に
ほ
れ
た
。
こ
こ
に
『
自
然
山
の
　
　
七
月
九
日
、
中
里
村
に
正
式
に
依
頼

　
　
　
　
家
』
を
建
て
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
も
　
　
　
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
う
十
回
以
上
も
来
村
し
て
い
ま
す
」
。
　
　
　
こ
の
日
中
里
村
を
訪
れ
た
石
川
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
ら
四
人
は
、
ま
だ
計
画
は
は
っ

握手する石川町長と山本村長

き
り
し
て
い
な
い
が
、
二
百
人
宿
泊

で
き
る
山
の
家
を
約
十
億
円
か
け
て

建
設
し
た
い
。
用
地
や
設
計
に
一
年

か
け
平
成
七
年
秋
に
は
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
い
と
し
て
、
桔
梗
原
の
上
、
字

下
夕
原
一
診
を
指
定
し
、
関
連
官
公

署
と
の
許
認
可
事
務
手
続
き
等
に
ご

協
力
下
さ
い
と
山
本
村
長
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
村
長
は
「
条
件
に

合
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
協
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
積
極
的
に
協
力

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
。
と
答
え
、

八
月
末
ご
ろ
を
目
度
に
事
務
レ
ベ
ル

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
中
里
村
は
す
ば
ら
し
い
所

な
ん
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

1
松
伏
町
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
1

　
松
伏
町
は
、
埼
玉
県
東
部
田
園
地

帯
に
位
置
し
、
人
口
約
二
万
五
千
人

の
町
で
す
。
首
都
圏
か
ら
二
十
七
キ
。

材
電
車
で
五
〇
分
程
度
の
た
め
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
化
が
進
み
人
口
が
五
年
間

で
二
十
軒
も
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
田
園
ホ
ー
ル
、
『
エ
ロ
ー
ラ
』
の

あ
る
町
と
し
て
有
名
で
す
。

人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
受
け
取
れ
ま
す

①
　
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
、

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
（
現
在
は
二
人
目

の
お
子
さ
ん
か
ら
〉
。
な
お
、
一

人
目
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
年
一
月
二
日
以
後
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
か
ら
、
新
た

に
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
子
ど
も
を
健
や
か
に
産
み
育
て
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
総

　
合
的
に
進
め
、
世
代
と
世
代
が
お
互
い
に
助
け
合
い
将
来
を
担

　
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
じ
た
環
境
づ
く
り
の
璽
要
な
柱
と
し
て
児
章
手
当
制
度
が

　
改
正
さ
れ
ま
す
．

　
　
今
回
の
改
正
で
は
、
い
ま
ま
で
二
入
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
支

　
総
さ
れ
て
い
た
児
童
手
当
が
、
［
人
自
の
お
子
さ
ん
か
ら
支
総

　
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
支
給
額
は
、
一
人
目
と
三
人
目
の
お
子
さ
ん
が
月
額
五
千
円
、

　
三
人
圏
以
降
の
お
子
さ
ん
が
罵
額
｝
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
支
給
期
間
も
段
階
的
に
変
更
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
、
す

　
べ
て
の
お
子
さ
ん
の
支
総
期
間
が
三
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
改
正
は
、
平
成
四
年
一
月
蕎
］
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

月
額
五
千
円
で

　
　
三
歳
未
満
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す

　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
（
別
表
①
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●別表①●改正の主な内容

現行 改正後

支給対象 第2子以降 第1子以降

支給期間 小学校入学前 3歳未満

支
給
額

第1子 5，000円（月額）

第2子 2，500円（月額） 5，000円（月額）

第3子以降5，000円（月額） 10，000円（月額）
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な
か
さ
と
そ
ん

沖
縄
の
仲
里
村
へ
ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
久
米
島
の
仲
里
村
長
表
敬
訪
問
ー

　
地
域
活
性
化
、
人
材
育
成
の
一
環

と
し
て
当
村
と
末
長
く
お
つ
き
合
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
沖
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
ら
そ
う
せ
い

県
久
米
島
の
仲
里
村
か
ら
平
良
曾
清

村
長
ら
四
人
が
来
村
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
北
海
道
の
下
水
道
視
察
の

旅
程
に
合
わ
せ
て
、
七
月
十
八
日
午

後
か
ら
十
九
日
午
前
に
か
け
て
当
村

を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
役
場
前
で
両
な
か
さ
と
村
長
が
初

対
面
し
、
議
場
で
職
員
の
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
中
で
山
本
村
長
は

「
永
遠
な
交
流
を
願
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
良
い
所
を
見
い
出
し
合
っ

て
交
流
を
深
め
た
い
。
十
月
に
は
、

当
村
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た

交
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
。
と
、
ま
た
、

平
良
村
長
は
、
「
全
国
に
同
じ
“
な
か

さ
と
”
と
名
の
つ
く
自
治
体
が
四
町

村
あ
り
ま
す
が
、
亜
熱
帯
の
気
候
と

対
象
的
な
新
潟
県
の
中
里
村
が
一
番

価
値
が
あ
る
と
広
報
交
換
を
通
じ
知

り
ま
し
た
。
来
年
一
月
十
五
日
に
は
、

雪
の
中
里
村
に
子
ど
も
た
ち
を
訪
問

さ
せ
た
い
。
山
本
村
長
や
皆
さ
ん
も

是
非
沖
縄
の
仲
里
村
へ
お
い
で
下
さ

い
」
。
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
清
津
ス
キ
ー
場
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
．

　
夜
の
交
流
会
で
は
、
田
代
の
神
楽

や
清
津
峡
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

最
後
に
は
全
員
で
カ
ラ
ス
踊
り
や
沖

縄
民
謡
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
な
ど
を
踊
り

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

村職員の歓迎を受ける平良村長ら

来
春
に
は
シ
ョ
ッ
ビ
ン
グ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
し
め
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
「
U
l
M
A
」
L
」
着
工
”

くわ

鍬入する鹿島建設㈱北陸支社長

　
新
商
店
街
『
U
I
M
A
L
L
』
の

起
工
式
が
十
九
日
、
工
事
関
係
者
や

第
三
セ
ク
タ
ー
「
中
里
村
地
域
開
発

株
式
会
社
」
の
役
員
な
ど
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
建
設
は
、
過
疎
地
域
商
業
の

振
興
と
商
圏
流
出
防
止
、
人
々
の
交

流
促
進
を
図
ろ
う
と
村
の
中
心
地
（
上

山
・
山
崎
地
内
）
の
約
一
万
平
方
層

に
建
設
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　
施
設
内
容
は
、
A
コ
ー
プ
を
含
む

九
共
同
店
舗
と
、
住
宅
兼
用
の
個
人

店
舗
七
店
舗
、
そ
れ
に
多
目
的
ホ
ー

ル
や
健
康
増
進
室
、
文
化
教
養
室
等

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
」
が
併

設
さ
れ
た
今
ま
で
に
な
い
地
域
と
の

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　
総
工
事
費
は
、
約
十
六
億
円
で
鹿

島
建
設
㈱
の
施
工
に
よ
り
来
年
五
月

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

②
手
当
の
月
額
は
、
一
人
目
と

二
人
目
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
五
干
円
に
な
り
ま
す
（
現
在

は
、
二
人
目
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
二
千
五
百
円
、
三
人
目
以

降
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
五

千
聾
．

③
手
豊
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
期
聞
は
、
三
歳
未
満
ま
で

と
窟
搬
叢
す
冷
現
荘
は
小
学
較

入
学
繭
）
。

支
給
期
間
の
変
更
の
澹
め

平
成
六
年
一
月
ま
懇
段
階
的
に
実
施

　
新
し
い
制
度
が
実
施
さ
れ
る

の
は
、
平
成
四
年
　
月
』
日
か

ら
矯
す
が
、
支
給
糊
聞
の
変
更

に
傑
糖
、
す
で
に
手
当
を
受
け

誕
願
る
家
庭
に
醜
慮
し
で
、
し

ば
ら
く
次
の
よ
う
な
措
置
が
設

け
ら
耗
ま
す
、
（
別
表
②
参
照
）

●
平
成
園
隼
心
～
十
慧
鍔

　
㎜
火
園
に
つ
願
て
は
、
平
成

叢
年
一
月
三
日
以
後
に
生
ま
総

謎
お
藩
慧
癒
が
、
溢
入
目
以
降

縫
噸
鱒
誕
墜
五
歳
兼
満
の
お

藩
慧
ん
が
支
給
の
対
象
に
な
O

議
蝶
。

O
幕
歳
董
集
㎝
～
ポ
重
月

　
心
太
園
雄
つ
鱒
《
は
、
平
成

蓋
擦
心
月
叢
日
以
後
に
生
ま
総

だ
お
醗
慧
ん
が
、
護
太
目
以
降

雄
強
鱒
羅
は
、
園
歳
未
満
の
お

雛
港
驚
瀞
叢
給
の
難
象
に
な
η

諜
奮
。

○
平
成
六
隼
心
月
以
降

　
藍
歳
乗
満
の
す
磯
で
の
お
子

慈
ん
雌
、
糞
給
の
対
象
に
な
り

別表②
ま
攣
。

　
慧
鑓
、
登
圓
の
敏
韮
に
締
鱒
、

薪
薩
に
糞
給
の
薄
象
老
鞍
る
心

太
圏
の
お
畢
慈
総
を
お
難
お
の

家
灘
は
、
繭
も
の
誕
奔
薙
の
講

一
月
瀞
ら
聯
講
す
る
謹
と
が
懸

き
蒙
講
。

現　　行
平成
4年1月～

平成
5年1月～

平成
6年1月～

第　1　子

第　2　子

第3子以降

義務教育就学前

義務教育就学前

1歳未満

5歳未満

5歳未満

　　　　　　2歳未満

（平成3年1月2日以降に生まれた者）

　　　　　　4歳未満

　　　　　　4歳未満

3歳未満

3歳未満

3歳未満

平成3年8月10日広報摺”宣と5



灘
騨

醜

謹
．繍

　　　　　　　　　　　　　　　藍　“　　　　　　　　　　　　　　　踏　　　　　態
　　　　　　　　　　　　椰、〔・　動，ζ　　㌔懸購
　　　　　　　　　　　　　　～　．覇騰

　　　　　　　　　　　　　一騰謹響・
梅雨の明け切らない7月28目（8）、第朽回村民体育大会が中里

中学校グラウンドにおいて絢2干人が参加し行われました。参

加者は雨こそ落ちなかったものの蒸し暑い中、競技に、応援に

パワーを全開にしてチームのために頑張りました。

例年どおり村内を6ブロックに分けられ、各集落から選抜さ

れた選手は、日ごろの持ち味を十分生かし最後謹で気の抜けな

い自熱した戦いを展開し、第3チームが4運覇を狙う第6チー

ムを抑え優勝旗を手に入れました。

また、採点する方が困ったという応援賞には、第雁チー凸が

最優秀賞に輝きました。

　「キカナイ人たちがよくまとまってくれた。パワーの差だっ

たと思う」と第3チーム団長の桑原秀一さん。「芋沢集落総出で

の協力で応援しました」と第曙チーム応援団長の瀬切一雄さん。

どちらも反省会のビールの味はまた格別だったでしょう。

▼成績

優勝＝第3チーム（干溝、荒屋、山崎、通り山、桔梗原、芋

　　　　　川新田）得点2，004点
二位二第6チーム（貝野地区）得点1，782点

三位＝第2チーム（上山、田中、小原）得点1，731点

▼応援賞

最優秀賞＝第1チーム（芋沢、田沢、東田沢、桂、如来

　　　　　寺、豊里）
ハッスル賞＝第2チ繭凸
アイディア賞＝第3チー自

　灘題，

購
　　さす
撒瞳講
㈹撒淵

賜縣灘霧獺

　舞

購

繋
　
綿
畿

　
　
灘

　
　
霧

ざ譲，，甑縄麗．，

彗

　．靴
驚麟擁

■
■
■
■
曝
灘
灘
，
籔
　
　
ー
、
椰
、
繋
　
擢
岬
　
　
　
　
　
　
雛
羅
騰
購
雛

〉
村
民
大
リ
レ
ー
に
な
る
と
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い

く
勝
負
は
女
性
の
パ
ワ
ー
で
決
ま
る

羅

熊
義
　
噸

講
臨
　
・
　
蓑
、
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

ぐ
「
お
に
あ
い
の
カ
ッ
プ
ル
」
で
し
た

灘
藏
懸

▲見事な応援（芋沢）

▼もう一つおまけに「ドスン」まさに力の入った応援でした（芋沢）

　　　　　　翻、．無　葱　礁鍵．露轍
　　　　　　　　‘欝’　　　　　　　　　　　　　　嚇．

騨鰯賜騨騨騨

　　　認
欝

1．1繍



こセ
　
　
　
　
燐

㎜
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
灘

　
撚

　
磯
轍

難

ジャストミート

講

　
七
月
十
九
日
、
十
日
町
市

上
競
技
場
で
行
な
わ
れ
た
第
3
7

回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
大
会
新
潟
県
大
会
に
お
い

て
、
高
橋
裕
彦
君
（
里
中
三
年
・

荒
屋
）
は
、
二
百
層
種
目
で
2
2
秒

4
と
い
う
県
中
学
校
記
録
と
同

タ
イ
ム
の
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
八
月
十
九
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
宮

崎
県
宮
崎
市
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
に
二
年
連
続
で
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
残
暑
が
続
く
と
思
い
ま
す
が

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
今
日
は
、

ボ
ク
に
ま
か
せ
ろ
「
夜
行
列
車
リ
レ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
“
繍
．
㎜
．
・

　
　
　
　
懸
灘
騨

ユ
ニ
ー
ク
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
に
ひ
セ
汗

φ

、
も
奪

　
だ
れ
で
も
が
楽
し
め
る
ユ
ニ

ー
ク
な
ル
ー
ル
の
村
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
二
十
一

日
、
田
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
村
野
球
協
会
主
催
の
こ
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
女
子
二

名
以
上
あ
る
い
は
小
学
生
か
大

人
五
〇
歳
以
上
が
入
る
こ
と
、

フ
ァ
ボ
ー
ル
は
な
し
、
選
手
は

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
　
コ
ス
モ
ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
ズ

ニ
位
高
ニ
ブ
ラ
ッ
カ
ー
ズ

三
位
　
重
地
バ
イ
キ
ン
グ
、

　
同
協
会
で
は
、
お
盆
の
八

月
十
五
日
、
村
民
野
球
大
会

兼
村
長
杯
を
開
催
し
ま
す
。

八
チ
ー
ム
ま
で
で
敗
者
復
活

制
度
と
し
、
参
加
チ
ー
ム
は

最
低
二
試
合
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
帰
省
客
も

含
め
た
即
席
の
チ
ー
ム
で
も

結
構
で
す
の
で
ご
参
加
下
さ

い
。

7
／
4
第
4
1
回
中
越
地
区

　
　
　
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

（
種
目
）
（
順
位
）
（
氏
名
）
（
学
年
）

二
百
M
　
二
位
　
高
橋
裕
彦
③

　
　
　
　
　
　
　
24
秒
5

四
百
M
　
一
位
　
高
橋
裕
彦
③

　
　
　
　
　
　
　
5
3
秒
0

八
百
M
　
三
位
　
樋
口
正
晴
③

　
　
　
　
　
　
　
2
分
1
2
秒
0

砲
丸
投
　
二
位
　
斎
喜
真
琴
③

　
　
　
　
　
　
　
1
2
m
2
6

　
　
　
　
七
位
　
吉
楽
庄
治
③

　
　
　
　
　
　
　
1
1
m
4
9

　　継羅
漢

巽

何
回
も
交
代
が
で
き
る
、
大
人

は
バ
ッ
ト
の
に
ぎ
り
に
リ
ン
グ

を
使
用
し
強
く
振
れ
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、

小
学
生
か
ら
女
性
、
壮
年
ま
で

楽
し
め
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
十
月
下
旬
に
は
秋
の
大
会
も

行
う
予
定
も
あ
り
ま
す
。
職
場

等
で
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

6
／
3
0
高
木
杯
争
奪
テ
ニ
ス
大
会

清
田
山
自
然
運
動
公
園
参
加
者
1
5
人

男
子

　
一
位
　
服
部
恭
久
（
芋
沢
）

　
二
位
　
阿
部
　
等
（
高
道
山
）

　
三
位
　
南
雲
吉
之
（
堀
之
内
）

女
子

　
一
位
　
高
木
成
子
（
田
中
）

　
二
位
　
中
沢
　
泉
（
上
山
）

　
三
位
　
上
原
弘
子
（
上
山
）

訂
正
と
お
わ
び

　
先
月
号
本
欄
中
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
㊥
三
位
↓
㊦
二
位

　　　　　難

　　　　馨獄羅鱒
平成3年8月10日広報躍勲宣と7



爾
撒
薩
．

欝
　
　
秘
欝
・

　
　
　
籠
葱
雛

　
　
　
　
驕
驚

簗華

騒

　かいじゅうを大きくかいたので

たまごが小さくなりました。

体の中のもようをどう書いたらい

いかわからなかったけどほしとか

いろいろ書いたらできたのでうれ

しかったです。

乳㌦肇夫瓢食或馨複）⑯

　たつやはね、自動車が大好き。

家の中でも外でも￥いつも自動車

で遊んでいるんだよ。宝ものはア

ンパンマンの絵が入っているもの

はぜんぶ。いま乗っている自動車

もアンパンマンの自動車だよ。た

べものは何でも好きだけど￥とく

になっとうが好きなんだ。お田さ

んは思いやりのある子に育ってほ

しいんだって。

灘辮瓢齢・蹄一繍罫

花
で
明
る
い
気
持
に
1

　
　
　
　
　
”
芋
川
サ
ル

　
芋
川
の
県
道
両
脇
約
八
百
材
で
サ
ル
ビ

ア
の
花
が
満
開
と
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

通
行
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。　

こ
れ
は
、
倉
俣
大
橋
や
県
道
の
改
良
完

成
に
感
謝
し
、
花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発

に
さ
せ
明
る
い
気
持
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
集
落
内
の
住
宅
設
備
会
社
々
長
が
二

千
三
百
本
の
苗
を
寄
贈
し
た
こ
と
に
よ
っ

一一’”『
捧轟

サアーこれからだ（支会大会）

ビ
ア
ロ
ー
ド
H

て
実
現
で
き
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
芋
川

集
落
で
は
一
戸
当
た
り
六
十
五
本
相
当
を

割
り
当
て
し
、
植
栽
か
ら
そ
の
後
の
管
理

も
全
戸
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
、
こ
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
管
理
作
業
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
心
の
か
よ
う
地
域
を
目
指
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
来
年
は
も
っ
と
工
夫
す
る
そ
う
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

キレイな花で通所、通学が楽しい

自
動
車
部
優
勝
、
小
型
ポ
ン
ブ
部
二
位

旺
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
中
魚
沼
地
区
支
会
大
会
“

　
七
月
七
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
村
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
参
加
チ
ー
ム

は
、
自
動
車
の
部
一
班
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
小
型
ポ
ン
プ
の
部

八
チ
ー
ム
で
す
。

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
蒸
し
暑
い
中
、
気
迫

の
入
っ
た
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
で
正
確
さ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
宮

　
　
灘
㎜
　
　
　
　
肇

　
　
　
舞
　
　
　
　
蓄

中
里
村
酉
方

　
ふ
る
さ
と
は
？
、
と
問
わ
れ

る
と
西
方
と
答
え
て
い
る
。
生

ま
れ
は
？
、
と
聞
か
れ
る
と
茨

城
県
土
浦
市
と
答
え
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
と
い
う

言
葉
に
、
本
来
住
む
べ
き
地
と

は
違
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
て
、

い
ず
れ
、
そ
こ
に
帰
る
だ
ろ
う

と
い
う
願
望
が
働
く
気
が
す
る
。

U
タ
ー
ン
も
よ
し
、
新
天
地
で

も
よ
し
、
終
着
駅
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
感
じ
て
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
敢
え
て
ボ
ク
は
、
い

ま
住
ん
で
い
る
西
方
を
そ
う
呼

び
た
い
．

　
真
白
き
雪
に
す
っ
ぽ
り
覆
わ

れ
た
村
、
山
、
緑
滴
る
樹
々
に

清
流
、
そ
し
て
静
寂
さ
。

遠
い
将
来
、
も
し
、
わ
が
子
も

こ
の
地
を
ふ
る
さ
と
と
思
え
ば

幸
い
で
あ
る
．

　
ち
な
み
に
、
土
浦
市
と
は
、

関
東
平
野
の
真
中
よ
り
や
や
東

寄
り
で
、
田
畑
、
小
丘
陵
が
配

さ
れ
た
何
の
変
哲
の
な
い
所
と

い
う
印
象
を
も
っ
て
い
る
。
今

で
は
首
都
圏
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

と
化
し
、
筑
波
研
究
学
園
都
市

と
相
ま
っ
て
首
都
圏
の
一
角
を

形
成
し
て
い
る
。
秋
の
花
火
大

会
、
霞
ヶ
浦
等
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

8



アユ解禁に

300人・

中魚沼郡漁業協圃組合が中間育成じ6周

に信濃川、清津封k釜州へ放流されたアユ

漁が7罵鱗圏（団解禁羅なiりまじた。

朝5時．前夜から待ち兼ねて験た関東痘

面からの鉋り太たち絢壷百火は、清津橋盤

下流健かけて長い竿を一斉健振り出じ極細

な道糸を通じてオトリ刃ユと放流アユの闘

争を楽じんでいました。

　「9時までに翌～稲センチメートルぐら

いのが5－8本とますますの鉋果。午後か

らは氷温が上がるのでもっと鉋れ出すでし

ょう」と、漁協役員たちが話していました。

短かいアユの一生に、オトリアユ、放流

アユ、それに鉋り人たちの攻防がくりひる

げられています。

と
タ
イ
ム
を
競
い
次
の
結
果
を
収
め
ま
し

た
。

優
勝
　
小
原
　
　
（
第
一
分
団
）

二
位
　
東
田
尻
（
第
三
分
団
）

三
位
　
市
之
越
（
第
三
分
団
）

　
ま
た
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
二
十
一
日

㈲
、
十
日
町
市
青
果
市
場
駐
車
場
で
行
わ

上
、
山
A
が

　
　
　
　
”
老
人
ク
ラ
ブ
連
＾

　
第
十
回
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
二
十
三
日
㈹
、

宮
中
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
暑
い
中
、
十
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
予
選
リ
！
グ
か
ら
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
ヘ
と
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
審
判
に

対
し
テ
キ
パ
キ
と
試
合
を
進
め
五
連
覇
を

狙
う
共
和
A
チ
ー
ム
（
宮
中
）
を
振
り
切

り
上
山
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　　國3位　　12

8

騨

6　　8

17

13

　
　
　
倉
俣
寿
会

　
上
山
B

　
倉
俣
寿
会

16　　　7

11　11

白

寿

14　11

19

9　9 13

上
山
A

通
り
山
A

長
生
会

上
山
B

共
和
A

通
り
山
B

　
　
れ
た
中
魚
沼
地
区
支
会
大
会
に
、
本
部
分

　
　
団
自
動
車
部
と
共
に
小
原
チ
ー
ム
も
村
消

　
　
防
団
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
　
　
自
動
車
の
部
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
優

　
　
勝
し
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
堂
々
二
位

　
　
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
．

　
　
　
頑
張
っ
て
く
れ
た
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

優
勝

目
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
”

トロフィーの重み十分優勝した上山Aチーム

◎
自
動
車
部
　
　
　
㎜
◎
小
型
ポ
ン
プ
部

　
　
　
　
　
　
　
い

指
揮
者
上
原
正
夫
…
指
揮
者
広
田
利
則

　
　
　
　
　
　
　
い

一
番
員
上
原
久
和
…
一
番
員
井
ノ
川
敏
夫

　
　
　
　
　
　
　
い

二
番
員
山
本
勝
利
…
二
番
員
樋
口
俊
明

　
　
　
　
　
　
　
い

三
番
員
桑
原
浩
㎜
三
番
員
樋
口
徹

　
　
　
　
　
　
　
い

四
番
員
上
原
純
一
…

9

　　　　　　灘　，

　　　　　　　1簸　　 よ灘鑛

　　　　　　　　　　欝縫
　　　鱈　　　　　灘．，
　　　　　　　　　　　　織　　　　　纒　繍雛欝灘
　　　　　　　ゆ　ド　　　　　　”蒋幽和、博ソー1』』
　　　　豫　

轟鑛

●

⑳

　どんな家族なんでしょうか？

②㊥もっぱら農業（専業農家）ですので雨の日は

休み。晴れたら杉苗、花卉類の消毒の仕事に出ま

す。りですから今年は、長梅雨のため休みが多く

て楽ですよ。一笑い・一⑨それから昔みたいに早朝

から日が暮れるまで働くのでなく、お昼は昼寝を

ゆっくりするのが勤め人と違うことです。

　家族行事はどんなことがありますか？

り家族チームワークで仕事をしていますので出掛

ける時も全員一緒です。毎年子どもの日には￥全

員で善光寺などの行楽地ヘドライブに行きます。

　子育てのモットーは？

㊥家の周りが広いので自然に伸々育てていますの

で強く元気です。子どもも家族の一員ですので田

．
．
．

雛影聯塞・ん繋鷹／・ん鶴講茗を惚鶉ダいで自分の　

　　　長｝　シゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　家じゆうで行動するとっても明るい家庭でした。
　　　　　　　　　　　※7月号このコーナー中、阿部由起子は紀の誤りでした。訂正しおわび致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W広報躍”富と：　　平成3年8月10日



欝獲灘灘騰欝鑛纏報灘搦騰一 難鰯　鑛　灘

を養成するために設置したもので、

雇用促進事業団が施設・設備・情報

機器等を整備し、当校をはじめ圏域

内市町村及び企業・団体で構成する

「新潟情報処理開発財団」が、第三

セタター方式で運営にあたる新しい

タイプの学校です。

　地域の発展を担う優秀な情報処理

技術者になろう。

入学願書受付　9月2日（月）より受付

　　　　　　開始
募集定員（全日制2年）

　　　　　　情報ビジネス科50名

　　　　　　情報システム科50名

求人受付　　　6月1日ωより受付

　　　　　　中
卒業予定者（平成4年3月）

　　　　　　情報ビジネス科48名

　　　　　　情報システム科37名

資料請求先

〒947小千谷市上ノ山4－4－2

男調yタ。信濃川テクノ・アカデミー

入学ガイド・ホットライン

フリーダイヤル（無料）智0120－405070

求人連絡（担当清水）

　　　　　　　盈（0258）82－8282

　最近、管内の各企業では好景気を

反映し、人材の採用意欲が旺盛です。

優良求人が沢山申し込まれておりま
す。

　しかし地元では若い人、有技能者

等就職希望者は大変少ない状況にあ

ります。

※消費税は含ま

れておりませ
ん。

　ハローワーク十日町職安では、新

規学卒者の地元就職の促進と、地元

出身の県外在住者のUターン就職に

力を注いでおります。

　各市町村にも「Uターン情報コー

ナー」を設置し、Uターン登録をし

ていただいております。登録した方

には安定所から地元の希望する求人

情報を提供したり、再就職の相談に

応じています。

　ご家族ご子弟の方で地元にUター

ン就職をさせたい場合など、お盆に

帰省の折にでも、Uターン登録制度

をご利用ください。

連絡先　ハローワーク十日町職安

各市町村「Uターン情報コーナー」

県東京事務所（都道府県会館別館7F）

「にいがたUターン情報センター」

　　　　　TEL　O3－5276－5826

　新潟県男子警察官（高校卒）を次

の要領で募集します。

　　　　　　記
採用予定日　平成4年4月1日
応募受付期問　7月5日働～9月2日

　　　　　（月）までの間

受験資格昭和39年4月2日から昭
　　　　　和49年4月1日までに生

　　　　　まれた男子で高校卒業
　　　　　程度の学力を有する者。・

申込手続き　受験申込用紙は、警察

　　　　　署、派出所、駐在所に

　　　　　ありますのでお申し出

　　　　　下さい。

纐〔廣田辮長女〕干溝

鞍〔富井芳豊子長男〕市之越

蹄〔外礁，霧長男〕田中

あずさ〔渡邉繋長女〕上山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
4
　
9
　
久
U
　
ワ
’
　
0
　
4
　
8

　
　
　
　
　
Ω
り
　
久
U
　
ワ
イ
　
Ω
り
　
9
　
久
》
　
¶
⊥

　
　
　
　
　
（
　
（
　
（
　

（
　
（
　

（
　
（

幸
美

　
　
　
　
　
ヨ
助
ズ
セ
キ
吉
幸

孝
博
　
　
　
　
之

　
　
　
　
　
チ
松
カ
ト
リ
新
安

木
塚

　
　
　
　
　
原
部
島
原
田
口
樂

鈴
大｛

　
　
　

桑
服
太
上
廣
樋
吉

※掲載を希望されない方は届け出

　の際に申し出てください。

訂正　7月号

出生欄中富井里美美一→里美

婚姻欄中山田正司東田尻→朴木沢

の誤りでした。訂正しおわび致し
ます。

玉　事　名 場漸 叢事費 請叢業者 発了藩建璃

圭出集落開溌灘雛外一建築 上　山 　千円
30，000 寿工務店 10月26日

園沢墾屋体音響改繕 上　山 8，900 ㈲星野建設 8月27日

照沢幽騎線舗装 田　沢 3，300 ㈱植木組 9月1日

融雪災林道打野線復田 宮．中 7，650 石光建設 11月15日

県単林道鶏闘土倉線開設 角　間 11，000 ㈲鈴芳建設 11月15日

中央簡氷配水管移設 通り山 950 中里水道工業㈲ 12月12日

爾代地区第ヌ次ほ場整備 田　代 19，300 ㈱鈴木土建 12月2日

農懲漁懸地絨就業褒進施設建築 通り山 38，800 ㈱フジタ 11月18日

村道宮中林絢線舗装 宮　中 950 中野建設工業㈱ 8月18日

囲沢幽騎線防雪1濾パ顯 田　沢 17，600 越後交通工業㈱ 12月16日

倉事盤倉線改喪 倉　下 23，600 ㈲星野建設 1月5日

●事故発生件数

●傷者

●死亡事故ゼロ

　　　14件
　　　17人

　　221日
（7月末累計）

善意をありがとう

□雲仙普賢岳噴火災害義援金

総額323，917円

　　　〔内購聲翻翻募〕
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◎母親学級・妊婦検診

　8漏欝霞㈱墨獄病院

　母親学級1受付）翅羅5一欝鐙⑱

　　　　1内答）妊娠索の保健

　　　　　　　腹欝老乳灘の箏幾
　藻i蓬婦検診《受獄》墨＄…慧◎一タ1獲：⑪◎

◎乳が鑑検診

　＄蒲鍛欝㈱圭載病院外科

◎住民健康i診断事後指導会

　欝潟盤霧㈹認翻㈱翅照㈱・30

　欝㈱・3獺㈱囎欝⑧欝㈹縫獺㈱
　嚢場は、蕃薬藩弛ン鍵一懸行な鱒

　ま醗。

◎霧が霧検診

　餅認瞬㈹璽地構造蕨善雑獅蘇一

　鐙月4国㈱講欝羅獄保健髄ンi懇一

　村では、皆さんが一致した地域の

イメージを持つことができ、村外の

人たちに村のすばらしさをアピール

できるようなヴィリゾート・中里の

イメージソングを作成します。

　このイメージソングの作詞にあな

たも挑戦してみませんか。

　詳しい応募要項、用紙は別紙で全

戸に配布してあります。お盆休みに

じっくり考えてください。

応募対象者

・中里村に住所のある人、または中

　里村に勤務している人。

・中里村の出身者

賞金

・最優秀賞作品　10万円

・優秀作品　　賞金
・その他応募者全員に記念品を差し

　上げます。

応募・お問い合わせ先

　開発課企画開発係

※大口生産組合の方は、即日交付で

きませんので、9月24日以降免税証

を受取りにきてください。

　不明な点は十日町財務事務所にお

問い合わせください。盈57－5512

恒例の消防演習が次の日程で行な

います。

■と　き　9月1日（日）午前8時～

■ところ　田沢小学校グラウンド

■参加ポンプ

　　　　はしご車、消防ポンプ、

　　　　自動車小型ポンプ25台

　　　　参加消防団員　338名

　例年実施しております収穫・秋耕

用軽油の免税証の交付を下記により

行ないますので申請してください。

　　　　　　記
交付日平成3年8月26日帽）～28日㈱

交付場所　十日町総合庁舎第二会議室

交付時間　午前9時～午後4時

必要書類　免税証交付申請書、免税

　　　　軽油使用者証、耕作面積

　　　　証明書（農業委員会で証

　　　　明を受けてください）。

　　　　印鑑（共同使用の場合は

　　　　全員の印鑑）このほか、

　　　　新規および機械の変更が

　　　　ある場合には、使用機械

　　　　証明書、カタログを持参

　　　　してください。

額翻籔欝㈱

襲凝嬢圏㈱

籔掲璽欝㈱

⑨鐙塗躍㈱

欝俣塞繕改善羅》ター

索墾獄保健セ灘藷一

敷㈱沢地匿朱憂診麹

辮　1その他兼受診者）

最近村内においてNTT社員であ

るかのように装って「一部で通話料

が安くなる」「宅内機器使用料が不用

となる」「屋内配線料が不用となる」

等々の説明により宅内機器を購入し

たが……と、後日NTTに苦情を申
し立てられる件が急増しています。

　不信の時は、販売員に身分証明書

の提示を受けるかNTTにお問い合
わせ下さい。

灘纈灘饗難轟義

灘麟纏灘鑑蹴騨
鵜難轍纒鋸膨鍵灘購鎌灘
　　懸醸蓼i灘轍灘鎌i叢鐵灘灘灘総

目的意識をもち、意欲にあふれた

　　　若者の入学を歓迎します。

本校は、労働省が情報処理技術者

今月の納税と振替日
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保坂美奈子さん
集落宮中

青春しτます
　8月11日～9月10日

カレン．ダ・一一
昭和45年3月31日生まれ21歳

星座牡羊座

15㈹

成人式合総合センター09：00～13二〇〇
清田山自然運動公園祭（910二〇〇～

村民野球大会合村内グラウンド
（98：00～

盆おどり大会　0上山神社020：00～

16㈹
盆おどり大会合上山神社（920：00～

17qり
心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉セ
ンター　013二30～16二〇〇

曾角間・西方

⑱（日） ㊧　高道山

19（月）
園程島・田代

20（幻
㊥　重地・清田山・下山

21㈱
㊥　朴木沢・朴木沢新田

22㈲
園土倉・西田尻

23㈲
心配ごと相談日（藤田義一）合老人福祉セ
ンター　（1）13二30～16二〇〇

24dD
㊥　芋沢・田沢・桂・如来寺・田中・干
溝・小出・本屋敷・宮中
SLにのろう長岡～越後湯沢間智0257－82－4600

⑳（日）
㊧通り山

26（月）
爵東田尻

27（幻
園小出

28㈱

29㈲
㊥　上山・荒屋・山崎

30働
心配ごと相談日（根津敬）合老人福祉セン
ター　013二30～16：00

翻倉下・芋川新田

②（日） 村消防団秋季演習　倉田沢小グラウンド
08二〇〇～

3（幻
㊥葎沢

6㈹
心配ごと相談日（村山篤稔〉合老人福祉セ
ンター　（913二30～16二〇〇

叢簗更藩る場念熱あ鯵ま諜．御鶏4騒際嫉確認慮

血液型B型
身長156cm

十日町市の協立ハイパーツに勤

めています。趣味はドライブ。今

楽しいことはカラオケで歌うこと。

中森明菜の歌をよく歌います。休

みの日は海へ行ったり、買い物に

出かけたりしています。結婚は

鷺縢華轡響黛鷲、灘
来の夢は・お金をためて海外旅行　舳

鷺藩難施鱗

⑭津南病院鷺南柵

⑳中条病院ぞ漏讐1

⑭庭野医院響箭需1

⑳上村病院響重珊

⑳津南病院鷺扇柵
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　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1，健康で働き明るい村をつくります。

1￥愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1￥創意をこらし活力ある村をつくります。

　　鰻の蒲焼

　暑い盛りには睡眠が不足し、

食欲も衰えて．いわゆる「夏や

せ」になりがちです。
　　どよう　　うし　　　　　　　うなぎ

　「士用の丑の日」に鰻を食べ

る風習は、江戸の鰻屋のために、
　　　　　しょくさんじん
平賀源内か大田蜀山人が考え

出したものとされています。立・

秋前十八臼間の「夏の士用」は、

一年中で一番暑い時期なので、

脂肪やタンパク質、ビタミンAに
　　　かばやき
富む鰻の蒲焼は．栄養の補給に

は最適といえるでしよう。

　鰻が夏やせによいのは、「万葉

集」の時代からいわれたことで、
　　　やかもち　　　　　　　　　　　いわ
巻16に大伴家持がやせた吉田石
まろ

麿に贈った歌、「石麿にわれ物申

す￥夏やせに　良しという物ぞ

　　　めむなぎ取り食せ」があります。

　「うなぎ」の古形「むなぎ」

は胸黄の意で、胸部に淡黄色の

部分があるために付いた呼称。

　「蒲焼」の語源については、

鰻を開いて焼くようになる前は、

口から尾まで竹ぐしを縦に刺し

て丸焼きにしていました。その

ため、ろうそく形の蒲の穂に似

ていたからとされています。

　もともとの蒲焼は、棒を刺し

　　た、フランクフルト・ソ
…圭i一セージみたいな形だっ

口　、たわけです。

葉
のルーツ

冨　欝　 7月末現在
　　　　（）は前月比

●人口男3，375人（L5）女3，374人（＋2）計6，749人←・3）●世帯数1，636（一1）

膠


